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有賀祐勝 業績目録 2022(抜粋) の電子版掲載にあたって 

 

 我が国における水産植物学の第一人者である有賀祐勝先生が 2022 年（令和 4 年）に業績

目録を作成、これを自費出版されました。 

 出版にあたっては本会も微力ではありますが協力をさせて戴くとともに、有賀祐勝先生

のご了解を戴いて抜粋を電子版として作成し、本会のホームページに掲載して関係各位の

利便に供することに致しました。 

 本電子版が、水産植物学の研究者並びに関係各位の研究・執務の参考となれば誠に幸い

です。 

2024 年（令和 6 年）3 月 31 日 

一般財団法人海苔増殖振興会 

  会⾧理事 齋 藤 壽 典   
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主な研究テーマ及びその概要 

１. 植物プランクトンの光合成と一次生産に関する生理生態学的研究 

海洋及び湖沼の植物プランクトンの光合成特性を明らかにすると共にその一次生産に

対する意義を明らかにし、日本の湖沼及び日本近海における一次生産力の比較研究を行

い、特に黒潮域と親潮域の生産力を比較研究し、光合成特性との関連を検討した。また、

南極海の植物プランクトンについても光合成と一次生産に関する研究を行い、その特徴

を明らかにした。 

２. 海藻の光合成及び光合成色素と一次生産に関する生理生態学的研究 

海藻の光合成特性と一次生産力を明らかにするため、特に養殖アマノリ属及びヒトエ

グサ属藻類を用いて光合成の変化と一次生産力との関係を検討し、その特性を明らかに

した。また、褐藻アラメ・カジメの天然群落について、その光合成特性を検討すると共

に生産構造に関する研究を推進し、生育サイクル及び群落成長と光合成特性との関係を

解明した。 

３. 養殖ノリの色素変異体に関する生理学的研究 

養殖スサビノリ及びアサクサノリで見出された赤色型、緑色型、黄色型などの色素変

異体について野生型との比較研究を行い、それらの色彩、色素含量、光合成能力などに

ついて特徴を明らかにした。また、更に研究を進め、新たに発見された紫色型について

は、色素の研究とともに野生型等との交雑実験によりその特性を明らかにした。また、

スサビノリを用い実験室内で突然変異誘発剤処理により人為的に色素変異体を作り、そ

れらの特性を明らかにすると共に交雑実験等を行い、キメラ葉状体ができる機構と色彩

の遺伝様式を解明した。中国のハイタンアマノリについても同様の研究を推進した。 

４. 海藻のバイオテクノロジーに関する基礎的研究 

海藻のプロトプラスト、極低温保存、組織培養などに関する基礎的研究を推進した。 

５. 自然環境及び生物多様性の保全等に関する基礎的研究 

陸域並びに海域にわたる自然環境及び生物多様性の保全に関する生態学的基礎研究を

推進した。（ユネスコの「人間と生物圏(MAB)計画」に関して、日本の MAB 計画委員会

委員長として、また日本ユネスコ国内委員会自然科学小委員会 MAB 分科会主査として、

国内における事業の調整に当たると共に国際調整理事会副議長を務め、国際調整理事会

や関連の地域セミナー・ワークショップ等に出席し、日本代表としての役割を果たした。） 
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